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　日本各地では、毎年のようにさまざまな自然災害

が発生し、近年でも多くの被害が報告されている。

2011年東日本大震災を引き起こした東北地方太平洋

沖地震以降、2011年には震度６弱以上をもたらした

地震が長野県、福島県、宮城県などで６回、この後

2016年までに５回発生している。この中には、震度

７を２回観測した2016年熊本地震も含まれる。火山

の噴火も日本の各地で発生しているが、最近では、

戦後最大の犠牲者を出した2014年の御嶽山の噴火や

2018年の草津白根山の噴火がある。豪雨や斜面災害

の発生箇所や件数は多数に上るが、2014年８月の広

島土砂災害や2017年７月の九州北部豪雨では多数の

犠牲者が生じた。岩手県内でも、2013年８月の秋田

・岩手豪雨では花巻市・西和賀町などで被害が発生

し、2016年８月の台風10号では岩泉町を中心に甚大

な被害が生じた。こうしたなか、国や地方自治体の

防災への取り組みが強化される一方で、防災に関わ

る社会の関心はますます高まっているのではないか

と思える。

　このたび「いわて防災学教室」を再連載すること

になった。この機会に本紙上を借りて、自然災害に

対してより強靱で、より安全な社会の構築に向けて、

防災に関わるさまざまな情報を発信させていただ

く。今回は、前回の連載でお伝えできなかったこと

や、その後の学問の発展や新しい災害事例からの教

訓を含めて紹介していく予定にしている。

　本連載の執筆陣は岩手大学地域防災研究センター

に所属している。同センターでは、その名の示すと

おり「地域住民の目線に立った防災」を目指してい

る。本連載では、地域に入り込んで、あるいは地域

に根ざした防災の取り組みも紹介することになろ

う。

　少々手前味噌になってしまい、恐縮ではあるが、

本年７月17日から４日間、盛岡にあるいわて県民情

報交流センター・アイーナを主会場として、国際防

災・機器管理研究岩手会議が開催される。主催は、

岩手大学地域防災研究センター、清華大学公共管理

学院危機管理研究センター（中国）、ハーバード大学

ケネディースクール・クライシス・リーダーシップ

・プログラム（米国）で、共催は、復興庁、岩手県

である。本会議は、国際防災研究ネットワーク

（International Network of Disaster Studies）の下、

日本、米国、中国等世界の防災、危機管理に関する

専門家が集まり、大規模災害の様相、緊急対応、地

域力など地域復興などに関する知見や成果を発表、

共有するとともに、広く国内外にむけて東日本大震

災を経験した岩手から発信していくことを趣旨とし

ている。

　プログラムには、東日本大震災に関わる活動やそ

の成果を発表する機会を多く取り入れ、岩手大学の

取り組みを紹介する「東日本大震災による教訓」、岩

手・東北・福島大学における防災・復興活動に関わ

る「大規模災害における大学の役割」、岩手県知事や

釜石市長などの講演者を迎えての「いわて復興未来

塾」などの講演討論会を企画している。会議の最後

には被災地研修を設け、岩手県沿岸の東日本大震災

被災地域のうち、陸前高田、釜石、宮古の３地域に

分かれ、視察研修を行う予定である。詳しい情報は、

ホームページ（https://inds-iwate.org）をご覧いた

だくとして、前述の「いわて復興未来塾」には一般

の方が自由に参加でき、また、登録をしてもらえば、

さまざまな講演討論会に参加できる。岩手大学地域

防災研究センターでは、この機会を利用し、今まで

の成果を数多く発表するので、関心を寄せていただ

ければ、幸いである。
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　岩手町は、町勤労青少年ホーム

の耐震診断を計画。アティック建

築事務所の担当で、「岩手町勤労青

少年ホーム耐震（二次）診断業務」

が進められている。

　同施設は、同町大字沼宮内第７

地割地内に位置する。施設規模は、

鉄筋コンクリート造２階建てで、

延べ床面積1124.65平方㍍。供用

開始から、30年以上が経過してい

る。

　同業務の期限は、12月28日まで。

主な業務内容は、部材寸法調査、

接合部調査、柱脚調査、基礎調査、

部材・接合部の発錆状況調査のほ

か、報告事項として耐震性の検討

結果や補強計画の概要など。

　町では、５月30日に同業務を入

札した結果、アティック建築事務

所が254万円で落札した。予定価

格は、399万円だった。完成した本宿の沢の１基目の堰堤

千厩川筋宮敷で橋梁下部工が進む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
久慈市内に架かる長内橋

　県北広域振興局土木部は、18年

度の橋梁補修・補強事業で、主要

地方道岩泉平井賀普代線の大沢橋

（橋長約52㍍）や、主要地方道野

田山形線の野田橋（約32㍍）、国道

281号長内橋の側道橋（約110㍍）

などを中心に、工事を進める。夏

～秋ごろの発注を予定している。

　大沢橋は普代村内に架かる橋梁

で、橋長約52㍍、幅員8.6（9.4）

㍍のコンクリート橋。補修工事で

は、伸縮装置や高欄の取り替えの

ほか、橋面舗装、支承の取り替え

を実施する。補強工事では橋脚の

巻き立てや、落橋防止装置の取り

替えを予定している。概算事業費

は約7000万円。県の発注見通しを

見ると、補強・補修工事の発注時

期は８月となっている。

　野田橋は、野田村野田地内に架

かる。二級河川宇部川を跨ぐコン

クリート橋で、橋長は約32㍍、幅

員は10.5（11.3）

㍍。主な内容と

して、ＰＣＭ（ポ

リマーセメント

モルタル）巻き

立て補強や沓座

拡幅、地覆補修

を計画。想定事

業費は6000万円

程度となってい

る。発注予定時

期は９月。

　長内橋は、久

慈市の久慈川水

系長内川に架かり、久慈幼稚園の

北東側に位置する。補修対象とな

る同橋の側道橋は、橋長約110㍍、

幅員２㍍のプレートガーダー橋。

事業内容は橋桁の塗装や高欄の補

修などを予定している。発注予定

時期は９月となっている。

　このほか、過年度に工事を公告

したものの不調となった橋梁補修

・補強などについても、18年度に

工事を発注していく考えだ。

　〈県単急傾斜地崩壊対策事業〉

　八幡前（一関市大東町）につい

ては、18年度での事業完了が目標

となる。全体計画は、現場吹付法

枠工を80㍍、面積で2000平方㍍程

度を進めるもので、13年度から事

業着手している。

　今年度は、延長70㍍、面積にし

て約600平方㍍での現場吹付法枠

工を実施する。前年度には、延長

10㍍、204平方㍍の範囲で現場吹

付法枠工を実施した。

　　　◇　　　　　　　◇

　舘山（一関市千厩町）は、14年

度から事業着手しており、全体で

60㍍程度の延長で施工を実施す

る。地山補強土工を実施するもの

で、ロックボルトとワイヤーで補

強を図った上で、緑化する工法を

採用する。

　千厩体育館や千厩公民館付近が

個所。17年度は埋蔵文化財調査を

実施。18年度から工事を開始する

見通しで、400平方㍍の規模を計

画している。

　〈広域河川改修事業〉

　一級河川千厩川筋宮敷（一関市

千厩町）は、同川の中流部に当た

り、一関市道に架かる白山橋から

旧千厩病院跡地付近の構井田地区

までの町中心部を事業範囲とす

る。2130㍍区間での河川改修とな

っている。事業

には1968年度に

着手しており、

現段階で2022年

度ごろの完了を

見込む。

　千厩川の中流

部の改修自体

は、国道284号

に架かる千厩橋

から構井田地区

までの区間を計

画。このうち、

千厩橋から白山

橋までの町浦工区については、10

年度で概成した。

　改修により架け替える宮敷橋の

下部工が進められており、左岸側

の橋台工は完了している。 年度

から右岸側の橋台工に入ったほ

か、付替道路工についても行って

いる。

　下部工が完了した後、18年度は

上部工に入る見通し。宮敷橋から

下流の右岸、200㍍での護岸工や

付替市道の施工にも18年度は取り

掛かりたいとしている。

　宮敷橋の新橋は、現橋より上流

側に架け替えることで計画。新橋

は、橋長23.36㍍、幅員4.0（5.0）

㍍。ＰＣ単純プレテンションホロ

ー桁橋の形式としている。

　〈治水施設整備事業〉

　一級河川砂鉄川筋松川（一関市

東山町）では、内水対策として支

川の中通川に排水ポンプ２基の設

置を計画している。排水ポンプは

毎秒0.5㌧の処理能力としてい

る。ゲートポンプとほぼ同位置に

設置する。今年度は、施工を進め

事業を完了させたいとしている。

　　　◇　　　　　　　◇

　一級河川砂鉄川、曽慶川筋流矢

（一関市大東町）は、16年度から

河川改修に着手している。事業区

間は、砂鉄川と曽慶川の合流地点

の辺り。計画延長1600㍍で、砂鉄

川が1100㍍、曽慶川が500㍍の内

訳。築堤10万5400立方㍍、掘削68

万7100立方㍍、護岸５万9800平方

㍍を進めるもので、24年度までで

事業展開を図る見通しだ。

　17年度は用地補償を推進。18年

度も用地補償を引き続き進める考

えだ。着工時期は、用地関係の進

捗状況を見て判断していくことと

している。

　〈総合流域防災事業（砂防）〉

　二級河川津谷川水系の本宿の沢

（一関市室根町）は、１基目の砂

防堰堤が完成。18年度は、２基目

の砂防堰堤の整備や堰堤整備に伴

う付替道路工を進めるとともに、

渓流保全工についても発注したい

としている。

　全体計画は、砂防堰堤２基、渓

流保全工790㍍、付替道路820㍍の

整備で、10年度から事業着手。堰

堤は、本宿の沢、同２の分け方を

している。

　整備する堰堤は、本宿の沢が堤

長42.5㍍、高さ8.5㍍、堤体堰1215

立方㍍。同２が堤長38㍍、高さ８

㍍、堤体堰816立方㍍で、ともに

重力式コンクリートの透過型の形

式で計画している。

　渓流保全工については、本宿の

沢が延長323㍍、高さ1.4㍍、同２

が延長460㍍、高さ1.2㍍。付替道

路は、堰堤の整備が現道にかかる

ことから、堰堤を乗り越す形で整

備する。

　工事の発注自体は、今年度で終

えたい考え。事業期間は19年度ま

でを見込んでいる。　　（おわり）


